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一
般
会
計
予
算  

　
億
２
０
０
０
万
円

平
成
　
年
度
予
算
審
査
・
討
論

20

平
成
　
年
度
施
政
方
針
・
総
括
質
疑

20

　
与
党
税
制
調
査
会
は
、
消
費

税
増
税
の
口
実
に
、
基
礎
年
金

２
分
の
１
国
庫
負
担
分
や
、
福

祉
目
的
税
化
を
公
言
し
て
い
ま

す
が
筋
違
い
で
す
。

　
町
の
各
種
使
用
料
に
、
納
税

義
務
の
な
い
消
費
税
加
算
は
間

違
い
で
す
。

　
農
業
問
題
の
解
決
に
は
、
家

族
農
業
が
成
り
立
つ
よ
う
国
に

求
め
て
い
く
べ
き
で
す
。

　
タ
ナ
カ
種
畜
牧
場
の
環
境
問

題
は
、
責
任
を
明
ら
か
に
し
、

速
や
か
な
解
決
を
は
か
る
べ
き

で
す
。

　
県
教
育
委
員
会
は
、
高
校
再

編
方
針
徹
底
の
委
員
会
を
起
ち

上
げ
て
い
ま
す
。
必
要
な
の
は

荒
高
存
続
の
た
め
、
県
教
委
方

針
の
見
直
し
を
県
に
求
め
て
い

く
こ
と
で
す
。

　
地
区
公
民
館
運
営
は
、
地
域

住
民
の
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う

新
た
な
職
員
体
制
の
充
実
を
は

か
り
、
真
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

「
白
鷹
板
締
小
絣
」
県
無
形
文

化
財
指
定
、
新
荒
砥
橋
早
期
着

工
、
最
上
川
世
界
遺
産
登
録
な

ど
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が

今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

反
対
討
論
　
佐
竹
典
明 

議
員

　
第
４
次
総
合
計
画
の
総
仕
上

げ
に
向
け
、
効
率
性
と
重
点
化

を
は
か
り
予
算
編
成
を
行
い
、

三
位
一
体
改
革
、
少
子
高
齢
社

会
を
迎
え
、
益
々
厳
し
さ
を
増

す
地
方
財
政
の
な
か
、
町
の
借

金
で
あ
る
起
債
残
高
を
、
対
前

年
比
５
億
円
減
少
し
て
い
る
こ

と
は
、
評
価
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
厳
し
い
農
業
情
勢
の

な
か
、
農
家
の
声
を
反
映
さ
せ

た
い
と
し
て
「
地
域
農
業
活
性

化
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
こ

と
は
、
大
い
に
期
待
を
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
課
題
と
し
て
と
ら

え
て
い
た
だ
き
た
い
点
を
、
申

し
上
げ
ま
す
。

①
過
疎
地
域
の
指
定
か
ら
除
か

れ
た
と
き
の
町
の
財
政
状
況
の

見
通
し
を
示
す
べ
き
。

②
箱
物
建
設
は
、
建
設
後
に
多

額
の
維
持
経
費
が
発
生
す
る
の

で
、
慎
重
に
取
り
組
む
べ
き
。

③
鮎
貝
土
地
区
画
整
理
事
業
の

組
合
保
留
地
の
売
却
が
な
い
と
、

工
事
な
ど
の
費
用
が
捻
出
で
き

な
い
。
町
長
を
先
頭
に
販
売
す

る
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

賛
成
討
論
　
佐
藤
誠
七 

議
員

賛
成
議
員
（
11
人
）

　
五
十
嵐
政
司
議
員

　
菅
　
祐
二
議
員

　
岡
田
　
明
議
員

　
青
木
彰
榮
議
員

　
加
藤
秀
人
議
員

　
今
野
正
明
議
員

　
遠
藤
幸
一
議
員

　
佐
藤
誠
七
議
員

　
守
谷
丹
吾
議
員

　
関
千
鶴
子
議
員

　
菅
原
隆
男
議
員

反
対
議
員
（
２
人
）

　
本
木
勝
利
議
員

　
佐
竹
典
明
議
員

賛
成
多
数
で
可
決

　
平
成
20
年
度
予
算
は
、
２
分
科
会
で
審
議
の
あ
と
３
月
12
日

に
予
算
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
13
名
）
で
全
11
会
計
に
つ

い
て
徹
底
審
査
し
ま
し
た
。

反対賛成

総  額　134億8,931万円（対前年比▲5.4％）

効率性と重点化を はかった予算編成

平成20年度各会計当初予算
会　計　名 予　算　額

一　般　会　計 74億2,000万円

総　　　　額 134億8,931万円

十王財産区

特 

別 

会 

計

企 

業 

会 

計

39万円

下水道 7億8,941万円

国民健康保険 14億9,271万円

老人保健 2億9,701万円

農業集落排水 8,296万円

介護保険

後期高齢者医療

14億0,685万円

1億6,029万円

3億4,688万円収益的支出

資本的支出
水　　道

収益的支出

資本的支出
病　　院

1億5,538万円

11億9,200万円

収益的支出訪問看護

1億0,513万円

4,030万円

※万円未満は端数を整理しています。

議会だよりしらたか  第98号 議会だよりしらたか  第98号

　
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
と
加

速
す
る
人
口
減
少
、
さ
ら
に
は

三
位
一
体
改
革
な
ど
の
影
響
に

よ
る
格
差
社
会
の
拡
大
な
ど
、

取
り
巻
く
社
会
情
勢
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
な
か
で
、
自
立

す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創

造
を
目
指
し
、
持
続
可
能
な
将

来
展
望
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

仕
組
み
を
作
り
上
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
町
民
の
自
助
、
公
助
、
共

助
を
中
心
と
す
る
相
互
扶
助
と

し
て
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

再
評
価
し
、
町
民
と
行
政
が
互

い
に
協
力
し
合
う
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

自
然
や
環
境
、
文
化
、
産
業
な

ど
の
地
域
資
源
を
連
携
の
視
点

で
と
ら
え
「
交
流
」
を
基
本
と

す
る
活
性
化
施
策
を
推
進
す
る

こ
と
が
重
要
な
発
展
軸
と
と
ら

え
て
い
ま
す
。

　
自
立
し
な
が
ら
持
続
的
に
成

長
で
き
る
町
を
創
る
た
め
、
人

づ
く
り
を
基
本
に
、
諸
施
策
を

町
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

自
立
し
な
が
ら
持
続
的
に
成
長
で
き
る
町
を
目
指
し
て

橋本光記 町長

平成20年度

（要旨抜粋）

施政方針

74

平成
20年度

（
対
前
年
比
５ 

４
％
）

.

公
民
館
運
営
に
町
職
員
の

力
も
生
か
せ

過
疎
の
指
定
は

　
22
年
３
月
ま
で佐

藤
誠
七 

議
員

佐
藤
　
平
成
22
年
３
月
末
で
過
疎
指
定

が
期
限
切
れ
と
な
る
が
、
切
れ
た
場
合

の
財
政
の
見
通
し
を
示
す
べ
き
と
思
う

が
い
か
が
で
す
か
。

町
長
　
過
疎
地
域
の
指
定
が
な
く
な
れ
ば
、

本
当
に
大
変
に
な
る
の
で
存
続
を
強
く

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

第
４
次
総
合
計
画
の

評
価
と
総
括

岡
田
　
明 

議
員

岡
田
　
第
４
次
総
合
計
画
を
ど
う
評
価

総
括
し
、
次
期
総
合
計
画
策
定
に
取
り

組
み
ま
す
か
。

町
長
　
産
業
の
振
興
を
は
じ
め
教
育
、

福
祉
、
文
化
の
振
興
、
基
本
的
な
社
会

基
盤
の
整
備
な
ど
、
一
定
の
向
上
が
は

か
ら
れ
て
き
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
政
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

今
日
ま
で
築
い
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
を

基
盤
に
し
っ
か
り
と
足
固
め
を
行
い
、

町
の
将
来
像
「
人
・
自
然
と
も
に
き
ら

め
き
心
豊
か
な
美
し
い
郷
」
を
展
望
し

た
施
策
の
構
築
を
は
か
り
ま
す
。

次
期
総
合
計
画
策
定
に
は
、

町
民
の
声
を
反
映
さ
せ
よ

佐
竹
典
明 

議
員

佐
竹
　
次
期
総
合
計
画
策
定
に
は
、
町

民
の
最
大
限
の
参
加
と
、
併
せ
て
町
職

員
の
知
恵
を
い
か
せ
る
計
画
づ
く
り
に

し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

町
長
　
計
画
策
定
に
は
、
住
民
参
加
型

を
基
本
に
、
十
分
検
討
し
て
す
す
め
ま
す
。

佐
竹
　
地
区
公
民
館
の
運
営
に
は
、
町

職
員
を
配
置
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点

と
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
で
す
か
。

町
長
　
住
民
主
体
の
運
営
体
制
の
な
か

で
住
民
と
協
力
し
、
熟
成
を
は
か
っ
て

こ
そ
自
立
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
は

町
民
の
理
解
が
必
要

守
谷
丹
吾 

議
員

守
谷
　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
町

民
の
自
助
、
公
助
、
共
助
を
中
心
と
す

る
相
互
扶
助
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

再
評
価
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
町
民
に
ど

の
よ
う
に
理
解
し
て
も
ら
い
ま
す
か
。

町
長
　
町
民
の
方
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
と
ら
え
説
明
し
理
解
を
し
て
も
ら

う
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。


